
太陽電池の特性評価、
通電加熱による除雪等環　境

１．研究内容

　太陽電池のエネルギー変換効率を新たな手法（電力
置換による熱測定）で測定する技術を開発した。本手
法は、反射率測定をしなくとも内部エネルギー変換効
率、内部量子効率が求まるのが大きな利点である。
　雪国における太陽光発電を普及させるため、企業と
共同で太陽光発電モジュールへ通電して加熱すること
によって除雪する手法を開発中であり、豪雪地におい
て比較対照実験を実施し、良好な結果を確認した。
　真空紫外域で複素屈折率、光源の偏光特性を測定可
能なエリプソメータを開発した。

２．地域・産学連携の可能性

除雪技術の応用例：
　本技術は単に太陽光発電を目的とするだけではな
く、屋根の雪下ろし負担をなくす上で、きわめて有用
である。
　その他の応用について、太陽光発電モジュールメー
カーや建築メーカーとの連携が可能である。
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